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訳は，「入学目的」に関する 2項目，「授業理解」に関する 3項目，「友人関係」に関する 6項目，


















ラスタを得た。第 1クラスタには 16名，第 2クラスタには 37名，第 3クラスタには 31名，
































































32.81，p＜.001）。表 2ならびに図 1に群ごとにみた各得点を示す。Tukeyの HSD法（5％水
準）による多重比較を行った結果，「入学目的」については，第 4クラスタ＝第 5クラスタ＞
第 3クラスタ＝第 1クラスタ＞第 2クラスタであった。「授業理解」では，第 4クラスタ＝第
1クラスタ＝第 3クラスタ＝＞第 2クラスタ＝第 5クラスタであった。また，「友人関係」では，









































































































































































く，「大学満足」が 2番目に高い。そして，3要因のうちある 1つの要因だけが高い 3群では，
「大学不適応」が高順位で，「大学満足」が低順位となっている。これらの結果は，入学目的が
明確で授業の理解度が高く友人関係も良好である学生，および，入学目的は曖昧だが授業理解
と友人関係が良好である学生が実際に適応的な大学生活を過ごしており満足度も高いことを示
している。一方，友人関係は良好であるが授業の理解度が低く入学目的も曖昧である『友人関
係偏向群』，授業は理解できるが入学目的がはっきりせず友人関係も希薄である『授業理解偏
向群』，明確な目的があって入学したが授業の理解度は低く友人関係も希薄である『入学目的
偏向群』は，不適応的な大学生活を過ごしており，大学生活に対して不満を持っていることが
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うかがえる。
3．まとめと課題
松井・中村・田中（2010）は，大学不適応に影響する要因として「入学目的」「授業理解」「友
人関係」を提唱した。本稿は，その調査データを追加分析し，これら 3要因に基づく対象者の
タイプによって，大学不適応および大学満足に違いが見られるかどうかを検討した。その結果，
3要因すべてが高い『大学生活充実群』と「入学目的」を除く 2要因が高い『授業友人充実群』
において大学不適応傾向が低く，大学満足度も高いことが示された。また，3要因のうちある
1つの要因だけが高い群では大学不適応傾向が高く，大学満足度も低いことがうかがわれた。
これらの結果は，「入学目的」「授業理解」「友人関係」は大学不適応に影響する要因であるが，
個々の学生の大学適応を検討する際には，これら 3つの要因がそれぞれどのくらいの水準であ
るのかを考慮することの重要性を示唆する。なぜならば，明確な目的を持って入学したものの
授業についていけず友人関係も希薄である者や，目的は曖昧なまま入学したが授業の理解度は
高く友人関係も良好である者など，3要因それぞれの高低の組み合わせによって大学生の実態
も多様であると考えられるからである。3要因すべての高さが大学適応を促進することは，松
井・中村・田中（2010）の結果を踏まえれば当然の帰結であると言えるが，「入学目的」を除
く 2つの要因が高い『授業友人充実群』の適応の度合いが高いことは，たとえ入学目的が曖昧
であっても，友人と喜怒哀楽を共有しつつ，授業への取組みを通じてさまざまな知識を吸収す
ることができれば，大学生活の質は自ずと向上することを意味する。このことは，“なんとな
く大学に入学した”者が一定数を占めると思われる現在の大学における学生の適応を考える上
で貴重な示唆を与えてくれる。
これらの結果をまとめると，学生の大学適応を推進するためには，その促進要因である「入
学目的」「授業理解」「友人関係」をトータルに高めるような取り組みが必要であるし，少なく
とも，大学不適応 3要因のうち 2つの要因で高い水準を維持することが大学適応にとっては重
要であると言えよう。言うまでもなく，これらの知見を大学生の適応促進に生かすためには，
個々の学生の実態を正確に把握することが不可欠である。しかしながら，個人情報の保護およ
び学生の自尊心が傷つくのを避けようとの配慮などに見受けられるように，現在の大学をとり
まく状況は，個々の学生の実態把握を著しく困難にしている。プライバシーと自尊心を損うこ
となく，個々の学生の実態を掌握するための打開策を併せて検討していくことが必要である。
加えて，大学適応を促す 3要因を高めるための具体的な方策も検討しなくてはならない。「入
学目的」を明確にするためには，高校における進路指導への働きかけや，大学の広報活動およ
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び入試形態など，検討すべき事項は山ほどある。本稿における調査では「入学目的」をその有
無を尋ねることで抽象的に把握したが，今後は，入学目的を具体的に（例えば，資格取得を目
的とするなど）尋ねるなどの工夫も必要であろう。また，「授業理解」はすでに多くの大学で
取り組みが行われている習熟度別クラス編成や補習授業の開設をさらに強化していくことであ
る程度の成果が期待できると思われるが，基礎学力が著しく劣ったまま入学してしまった学生
への対応方法など，対策が急がれているものの，解決が容易とは言えない課題も多い。そして，
「友人関係」については，学生間の交流を支援する試みに併せて，学生のパーソナリティ特性
と友人適応との関連についても検討が必要であるといえよう。
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